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rFDネットワーク代表者会議(jFDN: ]apan FD Network) Jには、 「いわて高等教育コンソー
シアムJ r東北地域高等教育開発コンソーシアムJ r東日本地区大学問FDネットワーク・つば
さJr大学コンソーシアム石川IJ rFレックス(福井県内大学・高専連携プロジェクト)J rFD. 
SDコンソーシアム名古屋Jr全国私立大学FD連携フォーラムJr大学コンソーシアム京都Jr関
西地区FD連絡協議会J r山陰地区FD連絡協議会J r四園地区大学教職員能力開発ネットワーク






されるべきは、研修マトリックス、研修カレンダー、 FD支援システム rMOST(Mutual Online 

































































































本協議会の活動を推進するため、 5つのWGとして rFD情報支援WGJ rFD共同実施WGJ rFD 



























































































3-1. 幹事会 (2009年度第 1固)































役職 l 職種 氏名 」 備考
大 阪 大 学l 大学教育実践センター 教 捜|早 回 幸 政骨量総事桂
大阪市立大学i主学F1研空 副所長|教 授|矢 野 裕 俊l常任幹事技
大阪府立大学 韓合教育構
研究|副学生|教
構| センター長 授|高 橋 哲
也l





神 戸 大 学ii学教育 推書12iZ豊富喜重| 教 捜|来 谷 淳l常量総事桂
神戸常盤大学 看護学科|員D委員会室|教 授|江 上 芳
?
'___________________-1 
同 志 社 大 学 教育開発|所 長|教 授|山 回 ネL 子l常任幹事故センター
立 命 館 大 裕 量l常桂幹事技
1 本 勉l教開発学部支教援理育 掴師
龍 谷 大 学・! 大学教育開発セン
龍谷大学短期大学部l タ ー センター長| 教 捜|松本和一郎l











1 准教授|及 川 恵l









年月目 会議等 向容 冊考





























20.11.叫 韓事会【圏構】 闘酉地I&FD連絡協歳会入会申し込みについて -期軒大規学入部金甲南女手文学・帝揖山文牢・蕪且文学(4/1付)・式阪樟瞳女子文牢短
20.11.19 幹事会【報告】 関西地区FD車軸協語会(文学/短期大学(部}輔置枝)申し込みについて -短期末学と由1植化神戸女子文学/神戸女子短期文学
20.11.29 軍1固関西地区FD連絡協議会主催シンポジウム(FD遭畠企画WG) 多会加椙者立命15館7名文学衣笠キャンパス以学館
20.12.02 韓事会【圏構】 闘西地I&FD連絡協歳会入会申し込みについて -新規入金大阪キリスト教短期大学
21.01.08 幹事会【固譜】 関西地区FD適時協譜会λ会申し込みについて -斬規λ会董野文学
21.01.23 幹事会【固峰】 関西地区FD連轄協鴎会入金申し込みについて -断規入金軍部女手文学/車都女子文学短期主掌部
21.02.10 幹事会【回腸】 聞西地区FD連絡協膿会入会申し込みについて -新規入会兵庫教育大学・車都府立文学(4/1付}




















}> rニューズレター創刊号~ (2008年 11月 12日)を刊行したあと、依頼が殺到したが、その後は
普沙汰がない。 2009年度の課題の一つは、広報の充実に努めることである。
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キュラム全体にわたって書くことを指導する (Writingacross the Curriculum) 
・特に，大学における書く力，考える力とは「ディシプリンでの学習経験を自分にとって
意味のある知識として再構造化する力」。今の初年次教育ではディシプリンの比重が小さい
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・ニュースレター印刷・発送費 (800部・ 217箇所)x2回 708.盟旦円














〉 関西地区 FD連絡協議会(関西 FD)において、共同して研究すべき課題に関して、
研究サプグループ(研究SG)などを設置し、共同研究を企画・推進する。






















》 研究部において、 8月22日に関西 FD会員校に対して、メーリングリストを通じて、
研究 WG、研究 SG(当初は、授業評価研究 SGおよびWeb公開授業研究 SG)への
参加希望のアンケートを発信し、参加を募った。
}> 10月初旬にアンケートを締め切り、授業評価研究 SG、Web公開授業 SGの三つの
SGを始動すると共に、アンケートにて要望のあった出欠確認研究 SGの参加を会員
校に対して呼びかけた。
}> 2008年度は、上記、 3つの SGを設置することとし、 SGのメーリングリストを開設
すると共に、メンパーの連絡を取りつつ、以下のような各SGの活動を推進したロ
(2) r授業評価研究サプグループ (SG)Jの活動
〉 授業評価研究 SGは、関西地区 FD連絡協議会において、 2008年 1月に実施した「授














科大学、神戸常盤大学 (2名)、天理大学、阪南大学の 32大学から成る。 2008年度
は、 SG会合を 1回、公開研究会l回を実施した。
》 第 1回会合:2008年 10月27日(月) 16:00~18:00、京都大学吉田南 1 号館共 106 室





























> 2008年 10月現在、京都大学(代表:酒井博之特定准教授)を主査校とし、 12大学よ
り13名が参加している。 2008年度は、 10月27日(月) ~11 月 10 日(月)、島根大
学生物資源科学部橋本哲准教授の「森林水文学」について、 Web公開授業・検討会を
行うと共に、 Web公開授業研究SGの会合を 1回開催した。
> Web公開捜集研究 SG会合:2008年 1月 14日(金) 15:00~17:00、京都大学吉田
南 1号館共201室において、 Web公開授業研究 SGの第 1回会合を開催した。主な議
事は以下の通りである。
①サプグループ・メンバーリストにそって名前・所属等の自己紹介





































追手門学大学などが、オブザーパー参加している。 2008年度は、 2回の研究 SG会合
と、大阪成際大学のケータイを利用した授業アンケートの実地見学会を 2度実施した。
〉 第 1回会合:2008年 12月 8日(月) 1O:00~ 12:00、大阪成験大学第三会議室におい

























るといったメリットをもっている。そこで、 2009年 1月21日(水)10:40-12:10 (参
加者9校 10名)、 1月26日(月)10:40-12:10 (12校 18名)、携帯電話での授業ア
ンケート(授業評価)、出欠確認の見学会を大阪成燥大学現代経営情報学部において
実施し、アンケートの結果、 「参考になった」と好評を得た。





























〉 各研究 SGの活動内容は、関西 FDのホームページに掲載すると共に、公開研究会や
大学教育研究フォーラム(京都大学)の場などを利用して、共有を図る。
》 研究 SGを創設したいという要望が会員校から寄せられた際には、研究 WGで検討し
て、基本的には、新たに開設する方向で支援する。
(2) r授業評価研究サプグループ (SG)Jの計画案
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園川 園 刊マ.， ・ 7刊ト伽ー 間イズ四園田困























.号 e. 主催者 ヲイトル
京都大学 大単粧曹E-にとっτのセンタ館組
。目 '.22 シシポジウム 共催
高等教育研究開男推進セシター 一盤宣耳l.tt.ンス虫彊卓E量一
大阪大学




t 主主豊に圃控室畳aJ1τい蚤のかー (P. C) 
所



















関西地区FD遠路協議会 書〈ととをどう指場じ、評価するか?-I (C， TL， E) 主催
梅谷大学 学士課程の体系化に向廿て シンポジウム 協賛
大学教育開発センタ (P，C) 
| 糊時 | 公一
大学教育高度化推進センタ (Tl) 
計舎人甚指71奉者える
京都光華女子太字 ~掌生個人を大切にしたキャリア教育の植 シンポジウム 協賛
キャリア推進セシター 轟己 【P，TLl 














































0912-2009 京都教育大学 教員養成太学における FD活動、学生を育てる視点
0923-2009 近畿大学 初年次教育












































第 1回研究会:2009年B月 12日 京都大学





14 : OO~ 参加者自己紹介・ FD共同実施WG活動計画について




15 : 30~ 質疑応答














































2009年 12月 1日に関西学院大学で開催された第3回の研究会では、第 1回、第2回の研究




















14 : 20~ ディスカッション.共同実施すべき初任者研修プログラムとは
15 : OO~ 初任者研修担当者ワークショッププログラム案、事後アンケート案
京都大学・半津礼之
15 : 1O~ ディスカッション・初任者研修担当者ワークショップの進め方について






























2009年8月 12日 第 1回研究会2009 於:京都大学
2009年 10月 13日 第2回研究会 2009 於・大阪大学
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本年度は、昨年度に続き、 「授業評価研究 SGJ (主査校.神戸大学)、 「出欠確認研究 SGJ
(主査校:大阪成際大学)、 rWeb公開授業研究SGJ (主査校:京都大学)において活動を
行った。 WG及び各SGの目的や活動内容については、関西地区FD連絡協議会のWGに関する
ホームベージ (http:/;'附 w.kansai乱 org/wg/)からアクセスできるようになっている。
以下、各 SGの本年度の活動内容の概要を報告する。
1 .授業評価研究SGの活動














公開研究会「授業評価から FD評価へJ(2009年 3月 19日)の報告

































































































































































日時:6月 15日 (月)15: 30-17 : 30、17日 (水)14: 30-16 : 00 






























































































めのもの』と 『 男して不思磁と思う現象を示し それを物理則にのっ〉とって解釈させ


















「学生による慢濠アンケ ト』鏑果 (200a年度)では 『慢
議内容への興阪』が平勾'.0ポイン ト (全学平均3.6ポイント)、 「教員の教え方の適切
さ』が，.，ポイン ト (全学3.'ポイント)、 「綬獲の濁足度』が'.2ポイン ト (全学3.'う恨
イふノト)である.
個別憲見を見ると、 上Eのようえ区高評価の理由として 「漬示突破』および 「宿題への了
'伝添陣j指導』が多〈あげbれている.
Web公開銀祭実臨について








毘でき うれし〈思っています.もっとも や手り大人敏慢畿の弊曹もあり 『個々 の
写生に目が行き届いでい"い」現実も改めで突きつ付られた感もあります
でも、私のゆ・教育教員経験からいっても 『個々 に目配りJ できる人敏規慣は.穴で
も50名ですし、それも30<を超えるあたのから 「貨がさがる』ものです.したがっ l 



























愛知 鰻息物理~ クル.著 『いきいき物理わくわ〈実酸』新生出版
















































































【共催ω5] I トー・学生調査を通してー 」
主催:京都大学高等教育研究開発推進センター
共催:関西地区四 連絡協議会
場所:京都大学吉田キャンパス吉田南構内吉田南1号館共31(311割
樹子:大塚雄作句都大学高等教育研究開発推進センター教掛
開会の辞・米谷淳(神戸大学大学教育推進機構教授/関西地区FD連絡
協議会研究WG主萄
趣旨説明・大塚雄作伝部大学高等教育研究開魔推進センター教関
話題提供 I・「工学部プロジェクトの展開と授業アンケー ト結果の概要」
大塚雄作伝部大学高等教育研究開発推進センター教関
話基盤是供 I: r卒業時学生調査の結果「心理的直応に焦点を当てた検討」
及川恵 G京都大学高等教育研究開発推進センター特定准教関
指定討論
指定討論者:田中利幸 G京都大学大明掛静量学研究科教授/京都大学
工学割噺工学教育プログラム実施専門委員会委員国
松本和一郎 t龍谷大学理工学部激授/関西地区FD連絡協議会
研究WG委員)
高野明繍京大学学生相談ネットワーク本部学生相前芳講師
山田礼子(同志社大学教育開発センター所司
ディスカッション
樹子:大塚雄作
討論
閉会の辞
田中毎実慌都大学高等教育研究開掛睦センターセンター長・教授/
−  −
関西地区FD連絡協議会代表幹事被代表)
12.12 Iワークショップ「思考し表現する学生を育てる一書くことをどう指導し、評価するか?
【主催ω叶 |トj
主催:関西地区FD連絡協議会
場所:関西大学千里山キャンパス第2学舎 C507教室
開会あいさつ
市原靖久(関西大学智l学長)
田中毎実(関西地区団連絡協議会代表幹事行代謝
小者針演「書くための聞いを生み出すことを支援する」
鈴木法昭(青山明克大学教育人間科学部教関
事炉紹介「添削から創作:へ一関西大学全学共通科目「文章カをみがく」ー」
三浦真琴(関西大学教育教育推進部教関
グループワーク
全備す論
総括コメント
井下千以子(桜美林大学心理・教育学系教関
12.12 I第5回音量谷大学FDフォーラム「学士課程の体系化と教育の質保組
協賛ω71 I 主催:青路大学大学教育開発センター
協賛:関西地区FD連絡協議会
場所:青路大学深草学舎3号館101教室
基調講演「学士課程教育の質保劃
講師・鯛1正吉(国際基督粉骨名誉教授・元学長、菊鵡大学理事)
問題提起「教育の質保証に向けた教育プログラム間団」
講師.生和英敏((財)大学基準協会特任研究員、広島大学名誉教関
シンポジウム
シンポジスト.
絹川正吉個際基督教大学名誉教授・元学長、菊編大学糧事)
生車場撤((財)大学基準協会特任研究員、広島大学名誉教関
長田雅子株式会粧議開アドBe国間n編集長)
西垣泰幸(龍谷大学届IJ学長・教学担当理靭
コーディネータ:松本和一郎(龍谷大学大学教育開発センター長)
2ゆ10.3.6I W'学生個人を大切にしたキャリア教育の推進』最終成果報告会
− 0 −
【協賛ω8] 主催:京都光華女子大学キャリア教育推進センター
協賛:関西地区町連絡協議会
場所:京都センチュリーホテル
開会挨拶
ー郷正道協都光華女子大学学長)
基本報告「本学におけるキャリア教育」
山本嘉一郎保都光華女子キャリア教育推進センター長、人間科学輔欄
外部開回報告
樹す久子保都女子大学現代社会学部教掛
取組報告「各学科・関随割曙からの報告」
各学科・関連部署代表
質臨t，q事・閉会挨拶
3.17 I初任者研修担当者ワークショップ
【主催ω-9] I 主催:関西地区四連絡協議会
共催:京都大学高等教育旬開開発推進センター
場所:京都大学百周年晴十台記念樹
共同実施部WGの活観紹介
事官柵告
グ/いー プワー ク
全備サ論
総括
3.17 I fMOST辞習会」
怯催砂10] I 主催:京都大学高等教育研究開発推進センター
共催:関西地区町連絡協議会広報WG
場所:京都大学吉田南総合館柑耕24LL
趣旨説明、 MOST・阻EPToolkitの概要説明
酒剤専之窃部大学高等教育研究開発推進センター特定准教関
スナップショットの件減事Wtl紹介
平山朋子鍾努大学医療保健学菌防理学療泣持桝準教関
操作説明
参加者によるスナップショット作成
−  −
3.18， 19 I第16回大学教育房間フォーラム
【協賛ω-11] I 主催:京都大学高等教育研究開発推進センター
協賛:関西地区FD連絡協議会
場所:京都大学百周年噌十台記念縮・吉田南1号館・吉田南総合館
開会の挨拶.松本紘伝部大学総君。
特別講演「大学教育の実践知を共有するーコミュニティ・ネットワーク
・コモンズ」
松下佳代伝部大学高等教育研究開発推進センター教関
シンポジワム「教える集団をどう車岡殺する泊当
報告者・相隅康信俊媛大学学長)
南木睦彦(流通科学大学商学部教授・教育高度任説健センター関
根津知佳子巳重大学教育学部海閥
義本博司伐調剤学省高等教育局高等教育企画牒長)
司会・田中毎実 G京都大学高等教育研究開魔推進センター長/教関
溝上慎，-u京都大学高等教育研究開発推進センタ→隼樹鈎
その他、個人碗醗表、岬輔、ラウンドテ)力団掴
(笹尾真岡1])
